












































要視されており，欧米における広報のテキストブックとして代表的な Broom and Sha（2012）や
Wilcox and Cameron（2011）においては，各種の広報関連団体を紹介しつつその団体が認定してい



























































仮説 1－ 1： PRエージェンシー勤務の広報専門職のうち，若い世代は年上の世代に比べて，大学在
学時に PRエージェンシーの存在を知っていた者が多い．
仮説 1－ 2： PRエージェンシー勤務の広報専門職のうち，若い世代は年上の世代に比べて，新卒で
PRエージェンシーに就職した者が多い．
仮説 2－ 1： 大学在学時に PRエージェンシーの存在を知っていたか否かは，男性と女性とではその
傾向に違いがあるとは言えない．







仮説 3－ 1： 大学在学時に PRエージェンシーの存在を知っていたか否かは，PRプランナー資格所
持の有無でその傾向に違いがあるとは言えない．









仮説 4－ 1： 大学の授業内で広報について取り上げられたことがある者は，そうでない者に比べて，
大学在学時に PRエージェンシーの存在を知っていたことが多い．


























年齢 35歳以下 36歳以上 合計
177 183 360
性別 男 女 合計
191 170 361
資格所持 あり なし 合計
110 245 355
授業で広報が取り上げられた はい いいえ 合計
97 235 332
在学中に PRエージェンシーを 知っていた 知らなかった 合計
197 160 357
新卒で PRエージェンシーに入社 はい いいえ 合計
179 181 360
年齢を 35歳以下と 36歳以上とで区分けされた 2つのカテゴリーに分けたことには，2つの理由が
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Entry Process and Career Development of Public Relations Professionals in the 
Japanese Public Relations Agency
Yusuke IBUKI
ABSTRACT
The goal of this paper is to grasp the features of career development of public relations professionals in the Japanese 
public relations agency, especially about their entry to the public relations industry, based on the results of quantitative 
investigation. The questionnaire survey was carried out based on the results of Ibuki (2012), and 361 professionals 
responded the survey. The results show that the age, accredited or non-accredited, and having an experience of getting the 
class about public relations or not have the relationship with the process of getting a job in the industry.
